
8Vol. 16　No. 10

PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダレコーダの納入実例の納入実例PCレコーダの納入実例

真空蒸着装置の異常解析用に採用されたチャートレス記録計集中監視システム

No.25

　今回ご紹介するのは、光学レンズ製造会社から、製造

工程に使用している真空蒸着装置で異常が発生したとき

のデータ解析を行いたいとのお話があり、実際にご採用

いただいた事例です。

　従来は各真空蒸着装置にペン式記録計が設置されてい

て、通常時は測定データを現場でしか知ることができま

せんでした。しかし、新たに電子データ読み取りによっ

て中央での監視も行いたいとのご要求があり、今回ご採

用いただいたシステムはタッチパネル 12 . 1 インチ

チャートレス記録計本体（形式：75ET）とサーバ／クライ
エムエスアールプロ

アント形 PC レコーダソフトウェアMSRpro（形式：

MSR2K-V5）によって構成されています。

　真空蒸着装置とは、真空容器の中で、蒸着材料を加熱・

気化もしくは加熱・昇華させて、対象物品の表面に蒸着

させ、薄膜を形成させる目的で使用する装置であり、こ

の装置を使って製造する対象としては、光学薄膜（メガネ

やレンズの反射防止膜、特殊ミラーなど）、磁気テープ

（オーディオテープ、ビデオテープなど）、ディスプレイ

（プラズマディスプレイや有機EL、液晶ディスプレイ）の

電極・半導体膜・絶縁膜、電子部品（抵抗、コンデンサ、半

導体集積回路など）、食品包装材（スナック菓子などの袋

に用いられているアルミ蒸着フィルムなど）、その他

ファッション素材や建材などがあり、様々な分野に広く

利用されています。

　この工場では、製造工程で数十台の真空蒸着装置を使

用していて、従来は、それぞれにペン式記録計を設置し

てデータを収集していました。製品検査によって蒸着の

欠陥が見つかった場合には、各装置のデータ解析を行っ

ていますが、記録計が機械式であるため記録データの数

に制約があり、必ずしも必要十分なデータが記録されず、

改善が検討されていました。装置の盤面には、オペレー

タが現状をいつでも確認できるように記録計が必須であ

り、それとは別にすべての装置をPCにて効果的に一括監

視したいとのご要求もあり、検討されていました。

　今回、各真空蒸着装置の盤面には、タッチパネル12.1イ

ンチ チャートレス記録計本体（75ET）を設置しました。エ

ム・システム技研のチャートレス記録計については、信号

点数と画面サイズにより、いろいろな種類をラインアップ

していますが、オペレータが確認しやすい大きい画面サイ

ズのご希望がありましたので、ご採用品は75ETになりま

した。入出力装置としては、リモートI／O R3シリーズを

選定しました。現場側に75ETを設置し、中央でもパソコ

ンで監視したいとのご要望に対応するため、

通信カードを2枚実装して、それぞれに接続

できるようにしています。上位PC側のソフ

トウェアとしては、PCレコーダソフトウェ

ア MSRpro（MSR2K-V5）を使用し、複数台の

R3シリーズとの接続も実現しています（図1

参照）。

　この構成であれば、仮に現場側のチャー

トレス記録計ではデータ記録を省略してい

るものについても、PC側では漏れなくデー

タを収集しているため、データが欠落する

恐れはなく、より効果的な運用ができると

ご好評をいただいています。　　　　 　■

【（株）エム・システム技研 システム技術部】図1  システム構成図

＊MSRproは、（株）エム・システム技研の登録商標です。
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01200120-18-18-63216321
● こんなことがしたいが何かいい方法はないか
● すぐに変換器がほしい
● 製品の接続がわからない
● 資料を読んでも内容がわからない
● 納入された製品が動かない

● 定価を知りたい
● 納期を知りたい
● カタログ、資料がほしい
● セミナーに参加したい
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 変換器のことなら何でもお電話ください。すべてのご要望に 

このような 
経験があり 
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　インバータの2次側の

電流値を計測しようと考

えています。稼働中の生

産ラインを停止させないため、CT（計器用変成器）

としてはクランプ式の採用を考えています。測定

電流は、AC150～300Aの範囲で数種類あります。

このようなインバータに適用できる変換器はあり

ませんか。

　クランプ式センサ入力

形 広帯域電流変換器（形

式：CTCS）をおすすめし

ます。CTCSはクランプ式センサ入力形で、AC10

～400Aまでの幅広い入力レンジを用意していま

す。広域帯クランプ式電流センサを採用すれば、

インバータなどで要求される低周波から高周波

まで入力することができます。　　　　　【井上】

　木工工場で空圧釘打機

を使用しています。コン

プレッサからの供給空気

圧が低下すると、釘打ちミスが多発します。材料

の浪費を防ぐため、適切な時点で作業者が工程

作業をストップさせる必要があります。そのた

めパイプ内の空気圧を圧力センサでとらえて警

報を出し、作業者に知らせるシステムを構築し

ようとしています。なお、圧力検出部は2線式構

成のものです。これを実現するのに適した機器

はありませんか。

　ディストリビュータリ

ミッタラーム（形式：

ALDY）のご採用を提案し

ます。ALDYは圧力センサを含む2線式測定ルー

プにDC24Vを印加して、測定した圧力値に対応

する電流値を監視します。警報しきい値を下限警

報点として設定すれば、圧力が下がったときに警

報接点信号を出力させることが可能です。ある程

度の不感帯を設けた上で、圧力が正常に戻ったと

きにはリセットされるように設定することもでき

ます。　　　　　　　　　　　　　　　【野田こ】

　簡易水道における流量

などのデータを8km先に

伝送したいと考えていま

す。ツイストペアケーブル（より対線）で伝送す

ることができますか。

図2図1

 *リミッタラームは（株）エム・システム技研の登録商標です。

入力信号：
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AC 0～300 A、 AC 0～350 A、 AC 0～400 A
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 お応えできます。クレームについても対応します。

 悩みをかかえた
 ませんか？

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。    

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp
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図4

　テレメータ D3 シリー

ズのツイストペア用

10km対応通信カード（形

式：D3-LT5）のご採用を提案します。この通信

カードであれば、より対線を使って最長 10km

（50bps）まで伝送することができます（ただし、伝

送距離によって通信速度は変わります）。入出力

カードは親局側と子局側のそれぞれのスロットに

入力カードと出力カードがペアになるように設置

します。また、上位通信カード（形式：D3-NE1、

D3-NM1など）と組み合わせれば、PLCやパソコ

ンでデータを収集することも可能です。　 　【林】

　現在、熱電対を使って温

度を測定しています。すな

わち、リモートI／O（形式：

R1MS-GH3）4台によって、32点の温度を監視してい

ます。パソコンと現場は離れているため、パソコン

の近くにRS-232-C／RS-485コンバータ（形式：R2K-

1）を設置しています。使用しているソフトウェアは

図3

PCレコーダソフト（MSR128）です。とくに問題なく

稼動してはいますが、新たな希望としてグラフィッ

ク画面で簡単に測定点と温度測定値の関係を視覚的

に判断したい、また複数のパソコンで画面を見たい

と考えています。何かよい方法はありませんか。

　PCレコーダソフトフェ
エムエスアールプロ

アMSRpro（形式：MSR2K）

のご採用を提案します。

MSR2Kを使用すればクライアント／サーバシス

テムが構築でき、グラフィック画面も16ページ設

定できます。お絵かきソフトウェアで作成されて

いる画像ファイル（jpg／ jpeg／ bmp／ gif形式）をグ

ラフィック画面の背景として読み出し、その上に

数値表示／バーグラフ表示／ランプ表示などを表示

することができます。クライアントパソコンは4台

まで接続可能です。このとき通信ラインはEthernet

になるため、RS-485とEthernetのプロトコルを相

互に変換するネットワーク変換器（形式：72EM-

M4）を使う必要があります。ただし、MSR128の

設定ファイルは使用できないため、ペン設定など

は最初からやり直す必要があります。　　【野田こ】
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 *MSRproは（株）エム・システム技研の登録商標です。
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月
　
知

今
　
識

の
　
豆 パネル計器の裏側の感電保護

　パネル計器の安全規格としては、一般に IEC

61010-1「計測、制御及び試験所用電気機器の安全

要求事項」が用いられます。そして、この安全規格

では感電に対する保護が要求され、通常の使用状

態で危険な電圧を帯びた部分に指で触れることが

できてはいけません（危険な電圧とは、IEC 61010-

1の場合は33V r.m.s. かつ 46.7V peakまたは、70V

d.c. を超える電圧です）。つまり、内部にある、ま

たは外部から入ってくる危険電圧に触れることが

できないように筐体や絶縁物などで保護されてい

ることが要求されます。

　しかし、パネル計器の場合は、製造業者が発行

しているマニュアルの指示に従ってラックやパネ

ルに取り付けられ、使用者はパネルの正面にいる

ことを想定することが規格で決められています。

つまり、取り付けた後、パネルの裏側やラックの

内部にかくれた部分に対しては、感電に対する保

護要求が規格にはありません。たとえば、パネル

計器の裏側のターミナルには危険な電圧が印加さ

れるかもしれませんが、単純に規格を解釈すれば

保護の必要はないといえます。このようなことは、

よく使われる他の規格、IEC 60950-1、情報技術機

器の安全性でも同じです。

　では、パネルの裏側やラックの内部には感電に

対する保護は必要ないのでしょうか？使用者がパ

ネルやラックを開けることもあるでしょうし、何

よりもメンテナンスを行う技術者に対して保護が

ないのは、いくら技術者が電気に対する危険を熟

知しているとしても危険です。規格に要求がない

としても、危険な要素は取り除かれるのがより安

全な製品ではないでしょうか。

　そこで、パネル計器の業界ではドイツの VDE

0106-100 （英訳タイトル： Protection against electric

shock actuating members positioned close to parts liable

to shock）という規格に準拠して、パネル計器の裏側

の感電保護を行ってきました。現在ではこの規格は

VDE 0660-514（英訳タイトル：Protection against elec-

tric shock. Protection against unintentional direct contact

with hazardous live parts） に移行しています。また、

EN 50274としてCENELECが作成する欧州規格にも

取り入れられています。タイトルを訳すと、「感電

に対する保護、危険電位部への故意でない直接接触

への保護」となります。この規格の特徴は、感電に

対する保護の対象が一般ユーザーではなく熟練した

技術者であることです。また、対象となる機器は、

ドアやカバーを鍵やツールを使って開けたときの

み、触れることができる機器と規定されています。

さらに、上記のタイトルが示しているように、故意

に危険電圧に触れるような行為に対する保護は必要

ないとしています。つまり、一般ユーザーに対する

ような念入りな保護ほどではないが、電気の危険を

良く知っている技術者に対する程度の保護を行う、

という規格です。

　この規格に準拠しているエム・システム技研の

製品の例として、開発中のデジタルパネルメータ

47シリーズをご紹介します（図1）。裏側のターミ

ナルはプラスチックのカバーで覆われており、危

険電圧が印加されたターミナルへの指による接触

が阻止されています。このカバーは、はめ込み式

で手で外せるようになっています。IEC 61010-1の

要求では、オペレータが手で取り外せるカバーは

感電に対する保護とはみなされませんが、VDE

0660-514の場合は、手で外せるカバーでもかまわ

ないと解釈されます。　　　　　　　　　　　 ■

図1　デジタルパネルメータ47シリーズ

【（株）エム・システム技研　第1開発部】

前面

背面

裏側ターミナル プラスチックカバー
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簡単な回路から電流・電圧・
抵抗を測定してオームの
法則を学習

10月以降の東京会場

の開催日程については、

セミナー事務局までお問

い合わせください。

代表的な計装用信号変換
器の役割と特性をパソコン
の画面を見ながら学習

温度を制御対象にした実
習教材とパソコンを接続し、
画面に表示される測定値、
出力値の変化を観察しなが
らP・I・D制御動作を学習

リモートI／OとPCレコーダを
用いて、省エネ・省コストの
ための電力監視を学習

オームの法則

 大阪会場（関西支店）日程  東京会場（関東支店）日程

PID制御の基礎

コース名 内　容

省エネのための
電力監視

新コース
開 設 !
新コース
開 設 !

【お知らせ】「SCADALINX（スキャダリンクス）」コースの大阪・東京会場での開催は、2007年1月をもって終了しました。今後のサポートについては別途お問い合わせください。

10月24日
（水）

10月25日
（木）

10月16日
（火）

10月18日
（木）

眠くならない実習主体の勉強会眠くならない実習主体の勉強会

大阪会場（開催時間  9：30～17：00）
 （株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選びいただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

受講料無料受講料無料受講料無料

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

変換器の
アプリケーション

10月17日
（水）

11月20日
（火）

11月21日
（水）

11月6日
（火）

11月8日
（木）

11月7日
（水）

12月12日
（水）

12月13日
（木）

12月4日
（火）

12月6日
（木）

12月5日
（水）

会 期：2007年10月17日（水）～19日（金）　開催時間：10：00 ～17：00
会 場：東京ビッグサイト 西1・2ホール 
エム・システム技研ブース番号：西2ホール 2D-03　
主 催：（株）東京ビッグサイト （http://www.bigsight.jp/）

エム・システム技研の主な出展機器エム・システム技研の主な出展機器

「危機管理産業展2007」についてのお問合せ先：（株）エム・システム技研　中部営業部　 TEL. 052-936-2901 ／ FAX. 052-936-2932

「 危機管理産業展（RISCON TOKYO）2007」に出展！　「 危機管理産業展（RISCON TOKYO）2007」に出展！　

エム・システム技研は避雷技術を手がけて30年。すでに80
万台の避雷器（アレスタ）を世に送り、雷から電子機器を守
り続けています。今回、新製品の厚さ7mm幅の省スペース
タイプ薄形避雷器 MD7シリーズや避雷機能付 8ポートスイッ
チングハブ SHSPなどをご紹介します。

避雷機能付 
8ポートスイッチングハブ

SHSP

薄形避雷器
MD7シリーズ

http://www.kikikanri.biz/

並列接続形電源用避雷器
MAKシリーズ

MKセミナーのお申込み および お問合せ先
（株）エム・システム技研　セミナー事務局（担当：井上） TEL．06-6659-8200／FAX．06-6659-8510

大阪／東京MKセミナー受講者募集大阪／東京MKセミナー受講者募集

「危機管理産業展2007」（入場料2,000円）の詳細と招待券申込（事前登録すれば招待状を無料入手できます）は下記のURLへアクセスしてください。

エム・システム技研は、危機管理に関する製品･技術が一堂に集う展示会「危機管理産業展2007」に出展します。



エムエスツデー
MS TODAY 第16巻  第10号  通巻189号　2007年10月1日 発行 （PR用限定印刷版）

発行所：（株）エム・システム技研　 編集・発行：（株）エム・システム技研 広報室　〒557-0063 大阪市西成区南津守5丁目2番55号　TEL（06）6659-8202　FAX（06）6659-8512
定価100円（定期購読料1年1,000円、3年2,500円）（消費税込）

※撮影用に特殊な表示になっています。
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